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最近におけるコンピュータ利用の動向
Trends of Computerization
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This article discusses the trend of computeriz∂tjon frol¶ the slandpoinlof

(二n11叩Uter 叩lつIication.prob】ems confronling compute｢use｢S,a=d the b∂Sic

COnlPUter‾〔echrlO10gV.

n 緒 言

わがlに=一ニュjけるコンピュータは,昭和32年にはわずか3Tこ丁

しが′j三助していなかった｡二れが15年後の昭和47年には,

17,2557乙汁二もj士L,′呪/】三なおぶ､連な二妙いで卿加Lつつある｡

コンビニ∫.-一夕のこのようなJl､連な党岐を一足Lた安【人】は,維1月

i.I軌のユ.漑な拡人に†!ト)十朋貼との+即仙 洞照丈日JJc7)甜窒化に

什う髄.1.一.の多様化とモデル チェンンのスパンの如緋i､=山化

に什うl郎芳モあ吉了トノJの強化,人什′緒の【瑚告や採片‖幣に伴う告力

化ち･ご1くk平にいとまがない=､二のようにコンピュータの持つ

過I心件の-.J;たかさか,あ/〕ゆる社会f芸域グ〕変化の対処範となっ

てさた(1コンビュー1タは,怖幸艮処理を通じて人間の一艶々ぎ六j軌

をJ‾P川JJ.卜㌻る子さ之ノ判を米たし,その憐涌巨の一汗適作のゆえにあら川

る分野に利用きれている｡仲間形態もオンライン,リモート

バッチ,タイム シェアリング システムなどとt+恥け二I心じて放

い分け仁〕れている｡汁L川コンピュータ･と;別子卸=Jコンピュータ

によるl肘削符戌(ハイアラキ)とか不日数千iク)コンピュータ間

を油紙したコンビュ【タ ネットワークなども先進｢丁勺ユーザー｢

では′犬用化されている｡1こ仙では,二のようなコンピュータ

f川Jc7)軌l･′りを,心開山とそれをささえる壮健技術〔り向から述

/ヾる｡,

結締紫稚の･L'ト処,埋が1こ成し統合化を指1fりするユーザMが,

そのためのヤ三ましい管.哩下段とLてデ【タ ベースの碓､工とデ

ータ ベーース マネーージノント ンステムの〔設置をめぎしている｡

ニの仰l/･jは†真に三顔濱二であるため,ここに結点をあててみたい｡

囚 コンピュータ利用≦托囲の拡大

2.1 コンピュータ利用の変遷

コンビューータが_てた均した当初は,事稚の集計,計算の道具

として利川され,まさに一圭一ii-なる1曽j綬そろばんにすぎなかった(つ

池川業務いi叫屯-1拝稽古｢筒の機イ城化にとどまI),総理計節,給

ノj-i汁汀の城を脱しない状子比であった｡しかし昭和38年ごろに

謀ち‥‾.世代のコンピュータが一汗化し,代車艮処件の.三郎里論グ)一美用

化総連の編まりに刺状された彬で,コンビュMタを坤なる計

咋j‾亡HしかJ_)帖幸fiシステムのコントロ【ルの手招として利用し

*=､一′二ごと･り什叫･/ワトウ工｢F 卜域

坂日]一志* 応エZ仰山S〝たr〃〃

山E日 進* sで′占〟椚〟yαm｡(/｡

小林征二* s〃ノブ〟0占dy化芹/!/

てし､く傾i｢りへと椎行していった｡通用業稚グ)_範l叫も1言‾†小い竹

押領城まで拡大され,たとえば製造業においては料亭符碑,

祁■iJJ表乍言二月三､牛 旦,二Ⅰ二手ユキ管理,販売管享里,人ヰ ミなと

各業碓ごとの情報システムの一‾E=隼を実現するイJ-ブJな‾干f貨と

して,コンピュータは必三日(す)グ)も♂〕七なったのである.｢粍

能【‾巾にぉいても,一汁算憐泊旨よりファイル処理機能が車チLエされ

てきた｡

昭和42年ごろには第3世代のコンビュー一夕がfi与川され,ラ

ン ダム アクセス フ7･イルおよぴオンラインす支術の進白1ミにさ

さえ▲TJれて,関連業務間にまたがる情報システムの統7ナ化が

J∫しみられるようになった｡この仰irりはデータ ベース マネーシ

メント システムの開発によりし､っそう促進されつつある｡)J兇

/一三では物のナ允れを1白二積または人田】を介してインタアクティブ

にコントロールする情報システムの実現へと進圧そしている.=}

オーーダ エントリ システム,オンライン′と戸 里システム,

CAD(Computer Aided Design) はその代表例であり,

現イ】_三すでに先進的ユ【ザ【により運消されている｡今綬のコ

ンビュー一夕利用の大きな課題は,経常滋∴那央二右神城にある.､

オペレ【ショナル レベルでの情報システムグ)目】枇となり得た

コンピュータが最も人間的な意思i大志領域に対してどこまで

アブロl一子できるかは昭和50年代の車安なテーーマとなるであ

ろう(図1参照)｡

以下,最近の適用業務において顕著な進展をみせている牡

鹿管‡戦 敗売管理および研究開発にJ.如ラニをあてて考宅与する｡

2.2 適用業務

2.2.1 生産情報管理システム

生産管理にコンピュータがて;寺人され､機能別バ･ソナ業三紡の

部門別乍て二理システムからシステム閃のイ√慌的結ナナへと此奴す

るとともに､生産泊動のはとんどの細域をカバーするt卜鐘一けi

報管j型システムが確立されてきた｡

Lかしながら,従来の生産情報管理システムは情報処理仙

に重点がおかれ,現物とシステムとの関辿が少なかった｡そ

れ畑えコンピュータの利用形態の‾向からみれば,計何1如でグ)
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数値解析

線形計画法

統計学

【オンライン用ソフトウエア〕TCP

DOS/ECAP(回路設計)

構造設計

MAFLO革(工程管理シミュレータ)

多変量解析

日程計画法(ネケジューlノングアノレゴリズム)

計量経済学

POLSのシリーズ化･-･･･--･･--･-一丁MS･･･--･･一丁SS/COMPUTER NETWORK

図l コンピュータ利用の変遷 事後処玉里から計画面へ,単一業務から総合化への発展過程を示す｡

Fig･lHisto｢y of Computer Ap帥Cation and Technology

活用よりは事後処理的な利用であった｡

一方,物のシステムとしては生産向上のために,

(1)機械加工産業ではNC(数値制御)化,群NC化

(2)装置産業では制御用コンピュータ,センサベース システ

ム

(3)組立産業では制御用コンピュータによるコンベヤ削御の

自動化,倉庫の自動化

がそれぞれ単独に導入されてきた｡

そこで,このように互いに独立してし､た情報システムと物

のシステムを有機的に結合し,より生産効率の向上を達成す

るために統合生産管理システムの開発が指向されている｡

統合生産管理システムの特長は階層構成となり上位機能,

に計画重視システムが‾F位機能には実行･統制重視システム

が配置される0 そして計画重視システムは,あい矛盾する管

理目標(負荷の平滑化,設備様(か)動率の向上,仕掛品の削

減,納期遵守など)のバランスと資源有効活用の調和を図る

ものである｡実行･統制システムは,計画重視システムで立

案された生産指示をダイナミックに制御を行ないながら実行

するものである｡

昭和60年代には無人化工場の出現も夢ではないと思われる

が,このような統合生産管手堅システムは,その前段階と考え

られる｡

2.2.2 営業情報管理システム

販売管理におけるコンピュータ利用は,販売統計の迅速化

をおもな目的とした初期の段階から,売掛管理,在庫管理な

どの部分的な管理業務に通用され,管理精度の向上と事務の

省力化に役だてられた｡その後,蓄積された販売データと各

種経済指標や社会指標を用いて,需要構造モデルに基づいた

需要予測をベースとして,販売計画に対する製品レベルの意

思決定資料の提供が行なわれる段階となった｡しかし｢顧客

60

注:* HITAC用 オペレーティングシステム名称

の要求仕様の製品をいかに速く,安全に,かつ安価な経坪で

顧客の手に届けるか+という目的および機能を十分果たして

いなかった｡ここで‾交通網,運搬保管技術の発達と整備を背

景として,生産から販売まで物の管理をベースとした物流シ

ステムの開発が行なわれるようになった｡物流システムは､

(1)情報システムによる制御(2)流通過稚にある物の制御(3)

工場の生産管理と密着した物の制御(オーダ エントリ シス

テム)の3段階のシステム展開が指向される｡従来の販売,

在庫,輸送などの事後情報を中心としたシステムでは,物と

の同期化が十分ではない｡そこで在庫業務,輸送業務などの

物を制御するシステムは,倉嘩の自動化による入出樺作業の

機械化と的確な在庫配置や倉庫位置と輸送の最適化による流

通経路の軽情と単純化を達成し,物と情報の同期化を進めて

きた｡提供する商品が多様化する反面,ますます知納期で届

けることが要請され,これに対処するために受注→生産-

→出荷の全過程を密接に結びつけ,市場要求を満足させ,合

わせて生産の効率化を図ろうとする動きも強い｡一方,地域

別,所得別などの顧客層別化によるユーザー管理と市場調査

から,要因分析など各椎統計技法を適用した潜在需要層を描

在化するためのシステムも一部実施されている｡また顧客,

在嘩,販売実績,生産計画,他社情報などの営業情報データ

ベースを利用し,各椎の経営管羊里技法の駆使による企業レベ

ルの販売戦略策定など意思決定システムの実現も期待できる

であろう｡

2.2.3 研究,開発システム

研究開発部門におけるコンビュ】タの利用は,特に設計自

動化の分野で技術計算を中心に早くかち進められてきた｡近

年になり研究開発の対象となる製品の仕様が多様化L,複雑

化したことおよび開発サイクルが宋豆くなってきたことなどに

より必然的にコンピュータ利用も従来の計算中心だけでなく
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CAD,すなわちデザインの思巧■過柑にコンピュータを取I)

入れ,コンピュータと会話しつつ設計作業を能率よく進めた

いという要求が強くなった｡現在では,グラフイソク システ

ムの開発,製図機とコンピュータの接続,TSS(Time Sharing

System)技術の利用などによりCADがかなり実用化され,

今後ますます普及してゆくものと思われる｡

実験分野においては,ミニ コンピュ【タ,制御用コンピュ

ータを利用し計測器と接続することにより,実験データ収集

の自動化がかなり進められた｡さらに,これらのデータの解

析,統計データの蓄枯を連動して行なうために,汎用コンピ

ュータとミニ コンビュータ,制御用コンピュータの接続によ

る階層システムが実用化されつつある｡

図柄管理の分野においても,近年になってマイクロフィル

ムが普及し,今後コンピュータと接続したCOM(Computer

Output Microfilm)システムが実用化されるであろう｡

これに対して,開発管理の分野におけるコンピュータ化は

かなり遅れている｡PERT(Program Evalution and Re-

view Technique)手法のき#人により,プロジェクトの日柑

管理,コスト管理のコンピュータ化が進められているが,開

発拍動の定量的評価のシステムは今後の大きな課題である｡

2.3 データ ベースによるシステム統合化

従来のEDP(Electronic Data Processing)化は,主と

して部門単位で進められ,現在ではほほシー段落したといえる｡

-一一方,システムの規脱が大きくなり,環境条件が複雑になる

に従って,正確なデータの維持,部門間にまたがる情報のタ

イムリーな検索が要求されるようになってきたので,すでに開

発された個々のシステムの統合化が指向され凌白めた｡このシ

ステム統でト化の要請を受けて,データ ベース思想が誕生し,

現在ではこれを達成するためのソフトウェアが,いくつか開

発され使用されている｡デw夕 べースによるシステム統合化

設計部門

○設計変更,新設
○問合せ
部品表

購買情報
部品の履歴

0原価管理

0予算管王里

経理部門

の一例として,技孝和情報管理システムについて以‾1丁に述べる｡

技術情報管理システムは,図2にホすように】没.汁,′h礼

状買､経理の各部門にわたるシステムである｡設汁糀1”jにお

いて製.品,部.ロイt二様の新設,変更肺幸艮が発行され､それが止

確,迅速に他部門に†云速されて各部門の浦勅に結びつく0

方,最近の傾向として,製品に対しては多様化が要求される

反面,システム的には各部門でマスタをイ米有し,メインテナ

ンスLていたために次のような問題が発生Lている｡

(1)新設,変更情報の伝達に時間がかかり,データ メインテ

ナンスの同期化がと暮)にくい｡

(2)件数の増大に伴って,手配ミスが発生しやすい0

(3)部門にまたがった情報検索が困難である｡

そこでデータ ベースをヰ入し,図2のように従来各部｢-■け

保有していた技術情報に関するデータを技術怖幸艮データ
ベー

スとして統一管玉聖し,各部門から関連する項目をメインテナ

ンスすることにより最新の正確なデータの維持が‾口†能となる｡

設計部門では,新設･変史1青報により,データ ベースを出所

する｡またデータ ベース内の各マスタ間のりンケージをとっ

ておくことにより,従来のような単一キ【による検尊王だけで

なく,必要なときに必要な情報を綿々の角度からリアルタイ

ムに検索できる｡これによI)設計担当者を雑務から解放L,

設計本来の創造的な活動に従事させることができる｡生産部

門では,同一のデータ ベースに対し生産技術に関する伯報を

加えることにより設計変軌二正確,迅速に対応できる｡購買

部門,経理部門においてもオンライン情報検索機能,朴-デ

ータ ベースの條拝=二より正確な購買情報の設定,擬価把(は)

握が可能となる｡今後はさらに,デザイン システムとの統でナ

によI),グラフイソク システムで検討された托術什様と=弧与‾7】

ファイルとのリンケージをとり,設計変史手配のよりいっそ

うの省力化が可能になるものと思われる｡

生産部門

0生産技術情報の設定

標準時間

工程手順

0問合せ
部品構成

0購買情報の設定
契約条件

○問合せ

メーカー状況
契約履歴

購買部門
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図2 データ ベースによる技術情報管理システム 技術情報データベースに関する部門ごとの使用日的を示す凸

Fig･2 Engineering Data ControISystem with Data Base Co=CePt



2.4 マネージメント インフォメーション システム

コンビューーーlタ利什iの■仰望化が進むにつれて,肺戟システム

の付きつくべきゴールとしてMIS､すなわちマネー｢ジメン

ト インフォメーション システムのジミ硯化が叫ばれてきた｡L

かL､従来MISの他念が不｢1朋在なまま,イメージだけが光

子+二Lてきたきらいがあった｡

MISを仙成する紫射まマネージメントの行軌 意思決起

プロセスおよぴそれをサポートする隅幸泣システムの_ニーニつであ

るし- MISは,二れJ〕‾二つの安産の仙プ上二結でナから成っている｡

マネーー,ジメントグ)行動はムモ紫意思f央延に関するストラテジッ

ク プランニング絹地,業荷背理仙二かかわるマネージメント

コントロール糊J或およぴご物のi芹亡れに関するオペレーショナル

コントロ【ル領域の∴つに分柑できる｡一方,意思決定プロ

セスは∴つのパター▲一ンに分類できる｡すなわち,練I)j生し形

で,ルーチン的なプログラム形慮思決定プロセスと間接が起

こるたびに分析を必要とするようなノンプログラム形意思決

1上プロセスとがある｡これら二つの要素を結合すると表1の

･ようになる｡ニの概念に従っておのおのの意思決走をサポー
トする付摘之システムは,プログラム彬意思決定をサポートす

るストラクチャード ディシシヨン システム(SDS)と,ノ

ンプログラム彬意思決≠起をサポートするディシソョン サポー

ト システム(DSS)の∴つに大別される｡Lたがって,M

IS=S DS十DS Sで表わすことができる｡

マネージメントのぞ‾‾f奮わかごJみると,オペレーショナル コン

トローーーーールポ臼城ではSDSの要素が多く,マネージメント コン

トロール1iど亘城,ストラテン､ソク プランニング領域ではDSS

の焚去が多くなる｡SDSの石臼域では,アルゴリズムが一応

左イJ化Lているグ)で､コンビュ【タ テクノロジ【の適用が谷

坊であるが,DSS領域ではアルゴリズムが不明確でありコ

ンビュ･一夕 テクノロジー以前の問題としてアルゴリズムを比

つけ州す努ブJが必紫である｡税血三ではモデル指法が巌も有効

乙■‾Fざ去であり,コンビュー一夕 テクノロジーとLてはシミュレ

ーーション技法の開発が必要になろう｡

･ノJ,オペレーショナル コントロ【ル領域では取り扱われ

るデMタは[=訂のできごととリアルタイムな関係をもち,地

J‡即勺に分散Lた地.串て､発生する｡二れに対してストラテジッ

ク プランニング領域では,対敏となるデータはむLろ未来の

Lかも外部からの比重が大きく,中央集l‾い化されるべきもの

である｡したがってこれをサボⅦ一卜する情報システム,コン

表】 MISの構成要素

示する.

MISの構成要素ニ■とに対象となる仕事を例

Table l Structure of MIS

マネージ

メントの

行動

意思ン夫定､＼

のパターン､､＼･

オペレーショナル マネージメント

コントロール コントロール

ストラテジック

プランニング

サポート

する情報

システム

プログラム形:在庫管理i原価計算 工場配置:sDS

‾‾‾‾‾ ‾｢‾‾‾

ノンプログラム形

生産計画l予算分析 併合計画
l

工程 管 王里;マ‾ケソティング 新製品開発

D S S

注:S D S:ストラクチャード ティシジョン システム

D S S:ティシション サポート システム

62

最近におけるコンピュータ利用の動向 日立評論 VOL.55 No,l11134

ビュー‾タ テクノロゾーもおのおのの領i或ごとの持田,必要作

を仁山火させて設計きれねばならないし,MIS実現のキーとな

るコンピュータ テクノロジーとLては,デ【夕 べース マネー

ジメント システム,コンピュータ ネットワーク システム,モ

デ′り支法とアルゴリズム発見の分野に旅ノ∴(があてられるもグ)

ヒ思わメLる｡

以一上二,七･として生産会社の動きについて述べてきたが,金

融,流通,什公庁関係においても,その適用業軌二ついて大

なり′トなり同様な推格がみられ,事後処理的利用から計画凧

中 一的業接から総でナ化へと,よりトータル システム化への歩

みが続けられているl,

8 コンピュータ利用の効果と効率の向上

3.1 組織の変イヒ

コンピュータの出現は介業組織に変化を与えたであろうか｡

組織の一艇｢卜と分散の問題は古くから論議され研究されてきた｡

しかし従来は,_企業規椴が大きくなるにつれ分散化の方IFりを

たどってきた｡すなわち,情報伝達の巡れとか情報のひずみ

が充勺二L,管理限界を越えてしまうので,必要怖がそうさせ

てきたのである｡管理可能範岡は,情報伝達と情報処j里の能

力が什事に許答される時間を越えない柑空で行なし､うる規似

でなければならない｡コンピュータが中人され,対象領域が

拡大し,統でナ化され,データ仁ミ送細と接続されたことにより

帖報を取り拭うこの能力は飛躍的にドり_LLてきた｡このこと

は過ユH二分散化の思想のもとに組織化された管理を集小化の

方Irりへl･′りかわせる力を秘めている｡事実このような効果も=

てきているし,さらに巨期間をかけて深く静かに変化してい

くであろう｡

3.2 情報システムのための組織

初期にはデー【タ処理の役渕が経理部r】L】に任されていたこと

が多いr_)二れは企某析動のほぼ全領域に経理が関係Lてお

り,仝f棚勺にとらえることができるという期待感があったから

であろう｡Lかしデータ処理は企業の-一領域にとどまること

なく仝体に寄与できるよう位置づけなければならないとし､う

観山からLだいに変化してきた｡コンビュ】タ部Pl】主導形が

ほとんどであったが,EDP化の進展とともに√受益部P【jにユ

ーザー概念が浸透L始め,業務仕様の定義や効果の約束と評

価を行なうなどシステムの主体としての意識も生まれてきた｡

問題分析のため一之益部Ft【Jが,円らコンピュータを使用するこ

とい全Lくなくなってきた｡ニのための‾[言語(HELP:簡妨

什壬ハイレベル‾i沼iで,ニーズを理解Lてさえいれば,コンビ

ュ【タをf里晰Lてなくともコンピュータを仙川できることを

ねらったもの)も開発されている｡視力_三では多Irt_i化し統合化

していくシステムグ〕開発に対処して,タスク フオ【ス チー

ムを編成するケースが多くなってきてし､る｡

3.3 効果と効率

コンピュータはきわめて正確,j吐j_むに情報を生産する設備

であるが,システム領域が拡大すると開発コストおよび投資

宮守用が抑大する｡一一ノブ,効果については
一般車務作業のよう

に,打力効果が明確に把粍できる分野から,生産管理や経常

単即行などのように利用効果の把捉がi勾J椎な分野へとコンビュ

ーータの刷1‡川手態が変化している｡そのたの,効果算忘三あるい

は才末節竹三についての論議が狙(そ)_上に上るが,その背景には

利用者の納得性の問題がある｡ニれは非常に困雉な問題であ

るが,-一一つは効果貴誌方式かオ爪ソライズされたルールとし

て維ノ打消動の中に延示することと,他はコンピュータの恩恵

を′ヱけている′乏去主部FIFJグ)店比が効米算定に正当に反映される
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什糾_を川止することがこの1Hjん出す咋り上の糸lIとぢ▲える｡対J火の

l｢り在雌と放i.;二化性をそれぞれX帆 Y軸七Lて矧iHLた｢刈

火納付マトリい′クス+の一一例は図3にホすと才jりである｡

二kに什三さユニユユj'i■ェグ〕変化,浩払一‖】.の多様化によ山じするためにシス

テムの緋†‡1iiH己の効や化を川ることが/｢後いっそう項安にな

る._､そ〝)ためには,たとえば｢すンライン･システムにおい

て才Jf.i+ミグ)仲川11,菜摘の拡大がブ己′1ミLてい基=川-グ‾)システムに

‡け召･ミ:言をり▲えずに某‾朽処J=11乙供泊巨が氾ノ州できるようなオンライン

システムにする+,｢バ‥ノナ システムにおいてはファイル の

′変虹 アイテムグー壇如がブ己_′卜Lてもシステム メインテナンて

をあまり必一焚とLないデータ ベーースの恍能を射付さする+など

束11tkなノノJじが托川される仰1｢りにある｡

q コンピュータ技術の発展

4.1 コンピュータ技術の変遷

王トンニミ生望作1叶は節2し臼イ℃からコンピュータを‾世に送り出して

いる｡以綾l‖川行末十の1､速な発達や高潔度亡夫装技術,テサイ

ン す--トノーーションす丈術などにささえられて維析什,処理能

ノ∴【J川=1三などの】巾で一寸呈の服純をll才卜〕ている｡マイクロ フLl

ログラミング托術も七才iし汀H】iLヤ川メモリかごフ吉込ふ‾叶市巨

コントロール メモリへ発旭L.汁許伐木体に舟炊什を持たせる

ことができた｡

オペレーティ ング システムの先址は.汁汀♂〕有効利用をし†一心

に､】仰与処f牡 多二窮処推(マルチプログラミング)および多次ソ亡

多【R処Jデー上土r--一一つのすベレMティング システムで各仰の処f馴二三

態をサボーー卜する【1たとえばバッチ処理,ジミ時間処理,りモ

ーーートバッチ処雌,仝.活処理など)と進歩した｡計第二慌は事稚

や.言迂仰の【_′1勧化を"上進Lたが,加えてⅠノi身の道川の白勧化も

進めてきたし､ノ これはすべレーティング システムの発達にf与う

ところが多いし)火う;(大半人什ラ1汁節センタは,上汁算機運川のl二!

刺化を撤収二r小二進めたものである.二,

蛸辺装置としては,ダイレクト インプットの必要件から,

OCR(光学文 リ装置),OMR(光学マーク読取り装

道),ビディオ装置を開発し,ファイルとLては磁気テープ,

磁乞(ディスクの大市立化,高速化を進めた｡

.汁_餅機システムはこれからも大規位になる方向と専用化,

パ【ソナル化の方r｢小二進み,相互に関連したシステムが導入

されていくであろう｡

4.2 オンライン技術の動向

｢りくll主lイJ一紙道の｢みどりの窓口+は,現前三では完全に個人

十三ぎ,1に舶fナしてしまった｡社会恍倹庁における厚生年余√受給

付卜芹の1一子り†ナせシステムやすンライン バンキング システムは,

われわれの生活に帥々の低宜を与えている｡企業におけるオ

ンライン システムも定着してきた｡その規性も企業周にJユニが

っている｡このようなオンラインの普及は次に述べる技術的

要件に東付けされている｡

4.2.1 技術的要件

(1)データ仁王迷路の伝送速度の向上

(2)データ伝送装置の効率よい機能分担によるオーバヘッド

の減少

(3)目的に応じた端末装置の選択

(4)大審‡占および高速なランダム アクセス ファイルの党漣

(5)プログラム技術の発達

中でも特に発展を阻害していたプログラム技術について述

べよう｡オンラインリアルタイム システム建設には,▲一般

にオペレーーティング システムの実時間サポートのもとに以下

グ)ソフトウェアを開発する必要がある｡

4.2.2 開発すべきソフトウェア

(1)イニシャライズ,タMミネート條能

(2)メッセーージ人出力管理機能

(3)トー11練糸エラー処理機能

(4)メッセ【ジ待合せ管理機能

リー′Ⅴ･ミⅦ′∨烈惣一㌫′宏礎′､㌍､･

志､箪､,泌義治瀦感′梯′て描′‾‾‾下意汀㌫溺､ ル3宗〝､ふごγ蔓違
鉄琴怒至誠-′怒 撥

_詑iご㌢ノ～沖ミラ琵…:議長･ご｡､Y､義孝扱転義心′,彗洋も鞭
箋乞′ 鰯 ∨ニ箋∨弓

ミ義 袋"≦ 敷こぎ
､琵盲

孟夏卸資産の帳票削減歩ど州上外注節約人員削減′毒さ琵萱ご
標準時間の低減

′に㍍簸

最適設計

"凝′｡†∵ 事務日程の短編

増員阻止納関数(9･9)l
情報のスピ抑ソブ流通費細工完硝の短縮(兵抑=ん))

仕損創生滅売掛金回収の

(載略)生産･需要の予測 スピードアツフ

慧川一管削･鵬指芸芸冒)l
採算有利晶の受注

意思決定の人絹効活用サービスの向上管壬里水準の向上〈､-′苦戦′

自動化機会損失企業イメージ向上

〝‾ぎ‾弓

訴 ′′㌫､諮∧訟㌫磁

図3 効果納得マトリックス (9,9)→(5,5)→(l,l)へ進展するほどコンピュータ利用の評価が困難

になり,受益部門の納得指数が低くなる｡

Fig･3 Tlle E=a山ation Matrix that Shows a=Examp】e of Rate of Effecti=Comp=te｢Use
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(5)ジャーナル取得

(6) システム回復処理

このようなソフトウェア開発を含めオンラインリアルタイ

ム システムの開発は,初期においては2～3年を要したが,

現在はオンライン標準パッケージの出現により1年ほどでシ

ステムを稼動することができる｡HITAC 8000シリーズにお

いてはTMS(Transaction Management System),PO

LS(Program modules for On-Li-1e System Support)

を用意している｡

これらのシステムの採用により下記の効果をあげることが

できる｡

4.2.3 システム開発による効果

(1)設計,開発の標準化､工数の軽減

(2)プログラミングの効率rrり上,簡易化

(3)異常処理の標準化

(4)システムの信頼性,柔軟性l叶ヒ

このような技術的発達により,オンライン システムが身近

なものになってきた｡

4.3 データ ベース用ソフトウェアの動向

当初のDBMS(デ【タ ベース マネ【ジメント システム)

は,検女中心形,簡易言語形,あるいは複雑なデータ構造サ

ポート形といった,DfiMSに要求される純々の機能のうち,

一増βの機能のみを提供する単一目的形が中心であった｡しか

もそれ自身が言語を待った,いわゆる自給形が多かったが,

多様化するアプリケーションへの適合性が弓弓く,逆にホスト

言て語形(COBOL,アセンブラなどを用いて使用できるタ

イプ)が要請されてきた｡PDM(PracticalData Mana_

ger),ADM(Adaptable Data Manager)はこのような時

代の要請にん打じて開発されたデータ ベース用ソフトウェアバ

ツケ【ジであり,概略以下に示す特徴を持ってし-る｡

(1)樗雉なデータ構造を容易に取り扱うことができるので,

システムの統で㌢化に有効である｡

(2)データ定義部とデータ処理部が独立しており,レコード

中のアイテムの追加,削除に伴う再プログラミングが不要で

あり柔軟性を与える｡

(3)ホスト言語タイプであり,ホスト言語とLてアセンブラ

COBOLを使用でき適合性にすぐれている｡

(4)オンライン機能を有する｡

以上のような,DBMSの持つ恍能を利用しようとするユ

ーザーが急速に増しつつある｡2.3 で述べた技術情報システ

ムは,この事例である｡部門の壁を越えたシステムを構築す

るためにDBMSはその威力を発揮する｡

4.4 マン マシン コミュニケーション用ヰ幾器

マン マシン コミュニケーションの発展はその利用方向か

らみて次の三つがある｡

(1)TS Sの普及による会話形端末(タイプライタ)などの

普及

(2)オンライン システムの普及により操作性の良い,即応性

の高いキャラクタ ディスプレイの普及

(3)設計,開発部門におけるCADシステムの発展によるグ

ラフィ ック ディ スプレイの進歩

マン マシン コミュニケーションの方向としては,ディス

プレイ装置が圭子充を占めると考えられる｡キャラクタ ディス

プレイは柚々のヰ幾能が増し,インテリジュント ターミナル化

Lてくるものと思われる｡また,グラフィック ディスプレイ

はさらに高性能化する方向と,イ氏価桁をねらう方向が考えら
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れる｡人間の判断力,パターン認Ⅰ識能プJとコンピュータのirごi

速件,記憶の正確一件を組み合わせたし､わゆるインターアクテ

ィブ システムが普及しつつある｡日本国有鉄道のダイヤ舶成

にもグラフィック ディスプレイが柄用されている｡

4.5 日的に応じたハードウェア構成

システムの空間的硯柁の二拡大ならびに適用分即の拡大に付

い,用途に応じた帥々のハードウェアが開発され,システム

はますます多様化の様相を二王してきている｡その顕著な動IJり

として下記の点があげられる｡

(1)データ コミュニケーション システム

(a)端末機器の多様化,ポータブル化

(b)公衆回線利偶による回練構成のH巾度の拡大

(c)Ⅰ口1線の高速化

(2)用途の異なるコンピュータとの連結による階層純成(ハ

イアラキ)システム

(a)t柑r】iり御などを行なっている制御用コンピュータとの

接続により,オペレーショナルな情事糾丈築とプランニング

情報のフィードバックを図るシステム

(b)実験器,測定器などと連動したミニ コンピュータとの

結びつきによる実よ験･測定データの即時解析システム

(3)他の汎用コンピュータとの連結による情報,システム資

i原の共同利用をめぎすコンピュータ ツー コンピュータ シ

ステム

このような傾向は,今後ますます進展する気遂にある｡す

なわち,

(a)複数のコンピュータが広域にわたって稜椎に連結する

コンビュ【タ ネットワーク システム

(b)複数のコンピュータや端末,生産設備がリンク結fナさ

れるデータ フリーウェイ システム

などが普及していく ものと思われる｡

l司 結 言

以上,コンピュータリゼーションの現状について述べた｡

まさに目ぎましい発展といえる｡しかし,この勢いで成長を

続けるためにも解決を要す事項が多い｡第一にインプットの

問題がある｡これはパターン認識の発達を待つところが大き

いのであるが自動的に形ご状,色,数量などを識別できる廉価

な機ミ器が開発されると生産システムは急激な衝撃を受けるで

あろう｡第二に操作話語の問題がある｡PL/1,COBO

L,FORTRANなどのコンパイラがかなIト普ノ女したが,

きらに簡単な言語の開発が大幅な利用の拡大につながること

は論をまたない｡次に漢字を簡単に取I)扱えるようになるこ

とが望まれる｡

目釘iに述べたように,コンピュータは情報を取り扱うとい

う持件の持つ普遍性のゆえに,さらに広範な令∫i城に浸j重して

いくであろう｡そのために上記の3項目以外にも解f央を要す

る難問が山横している｡日立製作所では研tた所,工場をあげ

てこのような分野の問題解ぎ央に鋭意ちりコしている｡1980年代

には,家庭でホーム タ【ミナルが使用されるようになるであ

ろう｡CATV(有線テレビ放送)の普及とか,電話との結

び付きによりこの何での発展が期待される｡

コンピュータ ネットワークの技j術を甚礎に,国民健康管理､

気象情報システムなどのいわゆるNIS(NationalInforma･

tion System)の到来も間近である｡コンピュータ利用の未

来は,着実なj占礎技術の開発にささえられて,今後さらに大

きく広がってゆくものと確信する｡




